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【雑誌】 

歴史上の必然として生じた向精神薬の多剤併用大量処方の問題と向き合う 

定岡邦夫 

週間 薬事新報,2950:33～37 2016 

 

【論文】 

統合失調患者における踵骨部褥瘡発生と向精神薬の投薬量との関係 

定岡摩利 1)、定岡邦夫 1)、本間正教 2)、野田康弘 3)  

日本褥瘡学会誌,18(1):23～29 2016  

1)須田病院 薬剤部 2)須田病院 精神科 3)金城学院大学薬学部  

 

バルプロ酸服用患者における血中アンモニア濃度の検討 

加藤秀明 1)、定岡邦夫 2)、定岡摩利 2)、山下博子 3) 、佐々木昭光 3)  

岐阜県医師会医学雑誌,29:65-69  2016 

1)須田病院 精神科 2)同 薬剤部 3)同 検査部  

 

【学会発表】  

シンポジウム 「医療現場で薬剤師が目指すべきもの～その先に患者さんの笑顔がある～ 」 

過疎化・高齢化が進む岐阜県飛騨地方で取り組む薬薬連携  

定岡邦夫 1)、伊藤松寿 2)、鈴木敏文 2)、和仁寿彦 2)  

1)須田病院・岐阜県病院薬剤師会飛騨ブロック 2)高山市薬剤師会  

第 10 回日本緩和医療薬学会年会（浜松）  

2016（平成 28）年 6 月 4 日  

 

シンポジウム 「人材確保」  

人材確保を目指し病院薬剤師と保険薬局薬剤師が共同で実施した飛騨高山実地研修  

定岡邦夫 1)、和田泰明 2)、直井秀樹 3)、井ノ上光良 4) 、畑尻哲也 3)  

1)須田病院 2)高山赤十字病院 3)久美愛厚生病院 4)下呂温泉病院 5)飛騨市民病院  

第 32 回岐阜県病院協会医学会（高山）  

2016（平成 28）年 10 月 30 日  

 

抗精神病薬が統合失調症患者の糖脂質代謝系に及ぼす影響  

定岡邦夫 1)、定岡摩利 1)、加藤秀明 2)  

1)須田病院 薬剤部 2)同 精神科  

第 32 回岐阜県病院協会医学会（高山）  

2016（平成 28）年 10 月 30 日  

 



【講習会、研修会等】 

危険ドラッグと覚せい剤～薬剤師に何ができるのか～ 

定岡邦夫 

第 105 回岐阜県病院薬剤師会飛騨ブロック研修会（高山） 

2016（平成 28）年 2 月 27 日 

 

褥瘡対策チームでの薬剤師としての取り組み 

定岡摩利 

第 8 回飛騨 DS カンファレンス 2016（高山） 

2016（平成 28）年 3 月 18 日 

 

薬物依存患者を受け入れる医療施設の現状と問題点  

定岡邦夫  

第 1 回薬物依存を考える会 in 飛騨高山  

2016（平成 28）年 6 月 10 日  

 

今さら聴けない精神科薬物治療および注意すべき副作用 ABC  

定岡邦夫  

第 106 回飛騨ブロック研修会  

2016（平成 28）年 6 月 18 日  

 

シンポジウム「薬剤起因性の褥瘡～内服薬が褥瘡に与える影響～」 

向精神薬服用が褥瘡発生に与える影響  

定岡摩利  

第 3 回外用療法研究会（新潟）  

2016（平成 28）年 12 月 4 日  

 

褥瘡発生と向精神薬使用との関係 ～皆さん、誤解していませんか？～ 

定岡邦夫 

第 2 回薬剤師褥瘡研修会 in 岐阜（高山） 

2016（平成 28）年 12 月 18 日   

 

薬剤師の褥瘡への関わり方−在宅ケアにおける保険薬局薬剤師へのバトンタッチも含め− 

定岡摩利  

第 2 回薬剤師褥瘡研修会 in 岐阜（高山） 

2016（平成 28）年 12 月 18 日 

 


